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大きくなったね会♪ 

 たくさんの笑顔と元気な声で泣き。ハイハイや

寝返りを繰り返した春、今では、自分で衣服や靴 

の着脱をしようとする姿も見られます。 

一人ひとりが大きくなり、友だちと同じことをし

て遊ぶ楽しさを知り、友だちと目を合わせてにっ

こり笑いあうなど、いちご組は毎日笑顔があふれ

ています。 

この一年、本当に大きくなりましたね。“大き

くなったね会”第一部では乳児全体でお子様の成

長を共に喜び合い、第二部はクラスで子ども達の

大好きなダンスや表現遊びを保護者の皆様と一

緒に楽しみたいと思っています。 

子ども達の成長を共に喜びあい、楽しい会にした

いと思っています。 
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 立春を迎えたとはいえ、寒い日が続いています。それでも少しずつ日ざしが明るくなってきました。 

天気の良い日は元気に外遊びを楽しみ、寒さに負けない”いちご組”の子ども達です。 

庭で出会う、お兄さん、お姉さんから優しく話しかけてくる言葉に耳を傾けたりしながら、手をつな

いで遊ぶ姿も見られ、こんなところにも成長を感じています。 

友だち 

 最近、友達を意識し始める様になり、顔を

見合わせて笑ったり、一人が小走りをすると

それを追いかけ、本の収納してあるウオール

ポケットの後ろに入りこんだりするのが今、

人気です。友たちとの空間や時間を楽しむ姿

が見られるようになり、友だちと共感し、互

いを真似し、「ね～」「ね～」と顔を見合わせ

る姿もよく見られます。他にスペースがある

のに狭いところに、何人もがくっついて笑い

あったりして、友たちが大好きなんだな、と

成長を感じるかわいい姿がいっぱいです。 

先日は、お忙しい中、クラス懇談会にご参加いた

だき、有難うございました。園でのお子様の様子を

お伝えできたこと、またご家庭での様子を知ること

ができ、楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

今後も笑顔いっぱいの”いちご組”にしていきたい

と思います。 

 

節分 

2 月 3 日は、節分でしたね。いちご組で

は、つるした風船に鬼の絵を保育者が描き、 

「鬼はそと！ 福はうち！」と紙で作った豆

で、豆まきをみんなで楽しみました。 

バランスを取りながら、えい！と豆を投げま

した。バランスを崩し尻餅をついても楽しそ

うに豆を投げようとする姿は微笑ましく感

じられました。 

その後、クレヨンで鬼を描きました。クルク

ルと描き、表現をしていました。 

 

 


